
よ

き

師

よ

き

友

有

朋

自

遠

方

来

不

亦

楽

乎

～

友

遠

方

よ

り

来

る

ま

た

楽

し

か

ら

ず

や

～

（

富

士

見

ゲ

ー

ト

学

生

ホ

ー

ル

掲

示

）

□

・

新

潟

支

部

新

年

会

盛

大

に

開

催

■

法

政

大

学

新

潟

県

校

友

会

と

同

新

潟

支

部

は

令

和

五

年

一

月

二

十

一

日

、

校

友

会

本

部

か

ら

岡

本

副

会

長

を

迎

え

イ

タ

リ

ア

軒

で

新

年

会

を

開

催

＝

写

真

＝

。

開

催

中

止

が

続

い

て

実

に

三

年

ぶ

り

の

開

催

で

す

。

新

し

い

試

み

と

し

て

「

法

政

グ

ッ

ズ

」

を

販

売

、

ネ

ク

タ

イ

を

中

心

に

、

オ

レ

ン

ジ

色

の

マ

ス

ク

（

長

岡

長

岡

き

ず

な

会

会

員

山

田

縫

製

さ

ん

製

造

）

も

売

れ

行

き

好

調

で

し

た

。

落

語

家

「

㐂

八

家

五

円

」

に

よ

る

公

演

が

行

わ

れ

、

久

々

に

皆

さ

ん

の

笑

い

声

を

聞

く

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

懇

親

会

で

は

新

規

会

員

を

始

め

に

多

く

の

会

員

か

ら

自

己

紹

介

・

近

況

報

告

が

あ

り

、

旧

交

を

温

め

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

最

後

は

十

日

町

支

部

藤

巻

誠

さ

ん

（

昭

和

四

十

三

年

経

済

学

部

室

）

の

エ

ー

ル

で

校

歌

斉

唱

（

残

念

な

が

ら

感

染

防

止

を

考

慮

し

て

一

番

の

み

）

で

お

開

き

と

な

り

ま

し

た

。

。

〇

▼

▽

□

ト

ピ

ッ

ク

●

▽

■

■

箱

根

駅

伝

チ

ー

ム

、

令

和

五

年

の

箱

根

駅

伝

は

総

合

七

位

で

シ

ー

ド

権

獲

得

と

大

健

闘

。

大

会

第

百

回

で

の

活

躍

が

楽

し

み

で

す

。

又

昨

年

十

月

に

開

催

さ

れ

た

出

雲

駅

伝

で

も

七

位

と

健

闘

、

最

後

ま

で

ド

キ

ド

キ

さ

せ

ら

れ

ま

し

た

。

今

年

の

妙

高

合

宿

は

昨

年

以

上

に

応

援

し

ま

し

ょ

う

。

■

サ

ッ

カ

ー

ワ

ー

ル

ド

カ

ッ

プ

カ

タ

ー

ル

大

会

の

日

本

代

表

に

本

学

卒

業

の

上

田

綺

世

が

選

出

さ

れ

ま

し

た

。

■

令

和

五

年

一

二

十

九

日

「

オ

ー

ル

法

政

新

年

を

祝

う

会

」

が

開

催

時

間

の

短

縮

と

参

加

人

数

を

制

限

し

て

三

年

ぶ

り

に

ホ

テ

ル

会

場

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

新

潟

県

校

友

会

か

ら

も

参

加

し

ま

し

た

。

■

会

員

向

け

優

待

サ

ー

ビ

ス

（

法

政

大

学

校

友

会

ク

ラ

ブ

オ

フ

）

を

ご

存

じ

で

す

か

？

本

サ

ー

ビ

ス

は

校

友

会

の

終

身

会

員

な

ら

誰

で

も

、

全

国

二

十

万

件

以

上

の

店

舗

・

施

設

を

優

待

価

格

で

利

用

で

き

る

お

得

な

サ

ー

ビ

ス

で

す

。

新

潟

県

内

の

お

店

も

掲

載

さ

れ

て

い

ま

す

。

詳

し

く

は

法

政

大

学

校

友

会

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

ご

覧

く

だ

さ

い

。

■

新

潟

支

部

幹

事

長

小

林

保

夫

さ

ん

（

昭

和

六

十

一

年

経

済

学

部

卒

）

が

令

和

五

年

四

月

の

新

潟

市

議

会

議

員

選

挙

西

蒲

区

で

初

当

選

さ

れ

ま

し

た

。

□

令

和

四

年

度

新

入

会

員

・

小

林

清

宣

さ

ん

（

昭

和

五

十

年

法

学

部

卒

）

・

稲

田

浩

史

さ

ん

（

昭

和

五

十

二

年

社

会

学

部

卒

）

・

新

田

文

雄

さ

ん

（

昭

和

五

十

二

年

経

営

学

部

卒

）

・

庭

山

武

久

さ

ん

（

昭

和

五

十

六

年

文

学

部

卒

）

・

西

東

秀

明

さ

ん

（

平

成

二

十

三

年

人

間

環

境

学

部

卒

）

・

西

田

亮

さ

ん

（

令

和

二

年

経

済

学

部

卒

）
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法

政

大

学

に

は

東

京

で

の

一

年

間

の

予

備

校

生

活

を

過

ご

し

て

よ

う

や

く

入

学

し

ま

し

た

。

大

学

で

の

生

活

は

毎

日

夕

方

５

時

か

ら

の

ビ

ル

掃

除

の

ア

ル

バ

イ

ト

を

し

て

い

ま

し

た

。

当

時

の

大

学

で

は

過

激

派

同

士

の

内

ゲ

バ

な

ど

が

あ

り

物

騒

な

時

代

で

し

た

。

ア

ル

バ

イ

ト

の

清

掃

先

は

「

新

東

京

国

際

空

港

団

」

の

役

員

室

で

、

私

が

三

年

生

の

時

に

、

成

田

空

港

反

対

の

法

政

大

学

の

1

年

生

が

乱

入

し

て

、

役

員

室

の

ガ

ラ

ス

を

な

ど

を

破

壊

し

た

事

件

が

あ

り

ま

し

た

。

そ

の

後

始

末

を

私

が

し

た

わ

け

で

す

。

い

つ

も

の

倍

近

い

時

間

が

か

か

り

大

迷

惑

で

し

た

。

大

学

生

ら

し

い

思

い

出

は

野

田

ゼ

ミ

で

の

活

動

で

す

ね

。

ゼ

ミ

同

期

生

と

は

未

だ

に

親

交

が

続

い

て

お

り

、

五

年

毎

位

に

み

ん

な

で

集

ま

っ

て

い

ま

す

。

市

川

正

和

昭

和

五

十

三

年

経

営

学

部

卒

大

学

時

代

の

思

い

出

古

泉

肇

さ

ん

自

叙

伝

出

版

去

る

令

和

五

年

二

月

二

十

日

、

新

潟

支

部

顧

問

の

古

泉

肇

さ

ん

（

昭

和

四

十

年

経

営

学

部

卒

）

の

自

叙

伝

出

版

記

念

パ

ー

テ

ィ

ー

が

新

潟

市

の

ホ

テ

ル

イ

タ

リ

ア

軒

で

盛

大

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

国

内

最

大

級

の

米

菓

会

社

「

亀

田

製

菓

」

を

社

長

、

会

長

と

し

て

率

い

て

来

ら

れ

、

公

益

活

動

に

も

尽

力

さ

れ

て

い

る

新

潟

が

誇

る

大

先

輩

で

す

。

是

非

ご

一

読

く

だ

さ

い

。

「

米

菓

に

生

き

、

ふ

る

さ

と

新

潟

を

愛

し

て

」


